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第 5章（研究 2）では、作成した尺度を用いて、成人一側性難聴者 135名に対し、聴取の障害の
実態と心理的な困難に関する調査を実施し、聞こえの障害に関する実態について検討し、共分散構
造モデルを用いて心理的負担感の発生機序に関するモデルを抽出した。 
第 6章（研究 3）では、一側性難聴者 4名について読話能力評価、面接調査と上記尺度評価を行
い、聴取場面での読話等対応行動が、聞こえの障害の困難感の軽減に及ぼす影響について検討した。  
第 7章（研究 4）では、首都圏 A県全域の公立小学校通常学級に在籍する一側性難聴児 73名と
両側軽度難聴児 38名、同学級健聴児を対照とし、学校適応（SIFFTER,2001）の状況と障害認識(難
聴児のみ)について検討した。学級担任と養護教員に評価（6領域 17項目）を依頼して検討した。  
































支援が重要であると結論付けた。   
 
（考 察） 
本研究は、一側性難聴者の叙述による概念に基づいて聞こえの障害と障害認識に関わる評価尺度
を開発し、さらに、これまで医療施設など特定組織で登録されることがない一側性難聴児者を集約
して、その障害実態と構造について明らかにしたものである。さらに、本研究では、当事者の叙述
に関する質的研究手法を併用して、障害実態の発生と心理的負担感の関係を検討して、発生機序お
よび発達的変容について、論理的に構成した点に新奇性を有すると指摘した。 
また、聴取困難場面において、一側性難聴者が適切な対応行動をとれることは、聞こえの課題を
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解決する上で有用であり、さらに、対応行動をとるという行為によって自身の障害に対峙する認識
過程を伴う経緯から、支援に取り入れるべき視点として指摘した。以上の研究知見から、小児に対
しては学童期から聴取困難状況が顕在化する成人期に至るまでに、一側性難聴による聞こえの障害
の認識を促し、他児への難聴開示や場面に応じた対応行動を形成することの必要性を論じた。 
本論文で指摘した、生活場面での心理的負担感の発生と、負担感の軽減の機序についての実証資
料に基づいた支援の有効性が示唆されると結論した。 
 
審査の結果の要旨 
（批評） 
近年、新生児聴覚スクリーニング検査の普及により、出生直後の難聴の診断が行われ、一側性難
聴児の家族に対する支援体制の整備は喫緊の課題といえる。本研究では、未だ医療施設での登録等
組織化に至っていない一側性難聴児者を集約し、その実態について、定量的・質的研究手法を用い
て実証的に検討した。その結果、生涯発達段階に応じた障害の実態と心理的変容を明らかにし、支
援・助言の根拠となる有用な結論に至ったことから、優れた論文と高く評価できる。 
 
平成２９年１月２８日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を
求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定し
た。 
よって、著者は博士（リハビリテーション科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認め
る。 
 
